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様式６ 簡易提案書（業務実施⽅針及び⼿法等）

■業務の実施⽅針 ■特に重視する設計の配慮

■設計チームの特徴

■業務への取組体制

1 ⾼層棟と低層棟の適所への配置と住棟ボリュームの分割 テーマ.1：「周辺⼾建て住宅等に対する眺望確保の配慮や圧迫感の低減」

テーマ.2：「プライバシーや住環境に配慮した良好な建築計画」2 緩衝空間となる歩⾏者空間によりプライバシー確保と地域連携を⾏う

3 テーマ.3：「実現性の⾼いコストの縮減策」適材適所の構造形式とEV階段の適所の配置で経済的な計画

住まいの安全の確保が⼈間のあらゆる社会⽣活の基礎と
なると考え、強い社会的使命を感じて公営住宅の設計に
関わってきました。“県営住宅再編５箇年計画”の理念を
⼗分に理解し、限られたコストと資源から⽣活の質と量
を最⼤化すべく、意欲的に業務に取り組みます。

-全ての社会活動の基礎となる住まいの安全を創造する使命- -限られたコストで⼈と⾃然に優しい環境を創造します-

-対話重視で意思疎通を図る透明性の⾼い設計プロセス-

-組織⼒と先進性を融合した設計共同体で事業を遂⾏します-

- 緩 衝 空 間 に よ っ て 相 互 の プ ラ イ バ シ ー を 守 り ま す -

○全ての分野で総合的なコスト管理を徹底
多くの主任技術者がJV代表企業内に所属することから、分野
の異なる主任技術者が密接に連携する事が可能です。意匠、
構造、設備、電気、外構、積算、全ての分野で、イニシャル
コストだけでなく、維持管理も含めたライフサイクルコスト
の管理を徹底します。
○ZEH基準+パッシブ設計でより快適な住まい
外⽪性能、⾼効率機器、太陽光発電パネルなどのZEH基準を
満たした上で、さらに、採光、通⾵性能を最適化する住棟配
置、室内プランを科学的に検証し、設計に反映させます。そ
れらパッシブな建築設計⼿法により、新たなコスト負担なし
で、より快適な住環境をつくります。
〇デジタル技術と地域の連携で⾼齢者の⾒守りを⾏う
デジタル機器設置などハードの整備だけでなく、既存の「県
営第⼀・第⼆上安住宅」や、移転計画の「県営下⼤町住宅」
の居住者の⽅、近隣地域の⽅との連携などの活動を組み合わ
せて⾼齢者を⾒守ります。
○ハードとソフトを組み合わせた効果的な災害対策
災害リスクに対して⾏政等の指針を参考に、コストアップの
少ない⽅法で適切に提案します。建築計画上の対策だけでな
く、居住者や周辺地域の⽅々とのワークショップなど、運営
上の配慮も組み合わせることで、より有効な災害対策に貢献
します。

５階建て以下の棟はRC壁式構造、6階以上となる⾼い
棟はRCラーメン構造を併⽤し、躯体コストを最適化す
る構造計画を⾏います。シンプルな平⾯計画と適切な
住⼾計画による合理的なスパン割や階⾼を抑えること
で無駄のない建築とします。周囲に圧迫感が少ない分
棟としながらも、⽔平動線で各棟同⼠を連結し、最⼩
限のEVと階段で、全住⼾バリアフリーの実現と居住者
の利便性を確保しながら、イニシャルとランニングコ
ストを抑えます。現状の敷地形状を極⼒活かす計画と
することで、外構⼯事費の抑制を図ります。

3DCG、BIMなどの視覚的に認識しやすい素材を元に、設
計チーム内だけでなく、発注者様や地域住⺠の⽅にも分
かりやすく情報を共有し、意思疎通を図りながら設計を
⾏います。特にコストとスケジュールに関しては、設計
の各段階で可能な限り⾒える化を図ります。

⼤規模な公共建築や社員寮などの設計実績を豊富に有し、社
内に経験豊かな各専⾨技術者を有する県内有数の組織設計事
務所と、公営住宅や学⽣寮の実績を持ち、先進的なデザイン
提案を得意とするアトリエ系建築設計事務所の設計共同体が
多⾓的な視点で提案を⾏います。

計画地１では住棟を分割する事で、南北への視線の抜
けと⾵通しを確保します。⻄側の⽊の⽣い茂る斜⾯近
くに⾼層棟のボリュームを集中させることで、その他
の住棟、特に東側の低層住宅に⾯した住棟を低層とし
ます。分棟とする事で各住⼾は南⾯と側⾯の２⾯に採
光通⾵⽤の窓を設ける事ができ、間⼝が⼩さく奥⾏き
の深い住⼾プランでも、居住性の⾼い住⼾をつくる事
ができます。計画地２では、北東に⾏くにしたがって
段階的に階数が少なくなることで、東側隣地に影を落
とさない住棟配置とします。いくつかのボリュームに
分割し、棟と棟の間をオープンスペースとすることで
、近隣への圧迫感軽減を⾏います。

周辺の低層住宅地に⾯する箇所には住棟を配置せず、歩⾏者
空間などとすることで、相互のプライバシーを守ります。
-地域全体の歩⾏者ネットワークの再構成を図ります-
周辺地域は袋⼩路状の道路が多く、それぞれの住宅地が
擁壁とフェンスによって区画されているために、居住者
同⼠のつながりが少なくコミュニティが形成しにくい状
況になってしまっています。計画地１と２を縦断し東側
の住宅地に⾯したエリアを歩⾏者空間とすることで、周
囲にオープンスペースを提供し、地域とのつながりを⽣
み出します。また、この歩⾏者経路は第⼆上安住宅や集
会所、託児所、公園などのコミュニティ施設をつなぐ歩
⾏者空間となります。この地域の新たな歩⾏者ネットワ
ークを再構成し、歩きやすい街にする提案です。

※アクソメスケッチ：
全体⿃瞰図、住棟の全体配置、周辺建物、各棟の階数と住⼾
数、
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●近隣に配慮し緑地帯が緩衝スペースと
して機能しながら潤いのある住環境の整
備します。

●⾼低差を利⽤し歩⾞分離を図ります。
●⾞路が近隣の遠隔距離を取ります。
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様式 6　簡易提案書（業務実施方針及び手法）

テーマ１「周辺戸建て住宅等に対する眺望確保の配慮や圧迫感の軽減」について

　テーマ２「プライバシーや住環境に配慮した良好な建築計画」について

　テーマ３「実現性の高いコストの縮減策」について

●業務の実施方針
県営住宅の特徴は、 多様な家族構成の入居者が予想さ
れることと考えられます。 多様なニーズに応え、 各戸
のプライバシーを守りながらも、 見守りあって生活でき
る場所をつくります。 さらに、 近隣住戸と違和感の無
いスケール感で環境に馴染む集住体を目指します。
●業務への取組体制
計画の当初より、 一般男女、 不動産、 建設、 大学関
係者等によるオピニオンチームをつくります。 計画の進
行にあわせてチームから助言 ・提案 ・ チェックを受け、
客観性の高い住空間を達成します。
●設計チームの特徴
設計チームのメンバーは、 県営住宅入居経験者を筆頭
に、 個人住宅、 集合住宅、 老人ホーム、 障がい者施設、
こども園等の設計経験豊富なメンバーです。 多様な入
居者とその集合に向けて豊かな経験を反映させること
のできる設計チームです。

ヒューマンスケールの住戸群

近隣住戸に配慮して、 全て

の住戸を３階建てとする計画

を提案します。 高層板状の

計画では、 片面廊下、 片面

バルコニーとなり、 近隣住戸

の日照 ・プライバシー ・眺望

を阻害し、 圧迫感を与えてし

まいます。

建物を低層とし、 勾配屋根

で軒高を抑え、 階段スペー

スをスリットとしてボリューム

を分節化することでヒューマ

ンスケールを達成します。

街と住戸のつながり
「通り→庭→縁側→座敷」 と、 パブリックな領域からプライベートな空間へと続く街と住戸のつなが

りは、 住戸の高層化によって一変しました。 廊下 ( 通り ) に面するのは最もプライバシーが要求さ

れる寝室や水回り、 完全閉鎖の玄関扉とメーターボックスというのが一般的となっています。 「隣

は何する人ぞ」 と住戸の孤立化は否めません。 「安全な緑地スペース→路地的階段→縁側的なテラ

ス→開放的なリビング」 という街と住戸のつながりによってプライバシーと住環境に配慮した良好

な住環境を提案します。

低層によるローコスト化
３層の鉄筋コンクリート壁式構造とし、 屋根は金属勾配屋根とし建物を軽量化、 断熱性 ・防水性も

高め維持管理費を抑えます。 EV、 給水圧送、 特殊基礎等も不要となりランニングコストを削減、

建設費と共に実現性の高いコスト縮減を行います。

“真の近代建築には技術的よりも人間の発展に最も有益なコミュニティでの
新しい生活方式のビジョンから建築の表現を引き出そうとする新しいスピ
リットがもっと必要なのです。　  ヴァルター・グロピウス　昭和 29 年　広島講演より

相互に助け合いながら豊かなコミュニティを形成

クラスターコミュニティ

自販機、コインランドリー

児童遊園を見守る

庭が広げるコミュニティの輪

ロッカー、プランター、ベンチ

公私の曖昧な縁側

セミ・プライベートゾーン

縁側のような場所

公私の曖昧な縁側

■良好な住環境
階段利用者、 中庭を囲むクラスター、 児童遊園

を中心としたグループとコミュニティの輪を拡

げ、 入居者に良好な住環境を確保します。 集会

所は県営上安住宅第五公園と一体に整備し、 屋

内外に活動を拡げます。

緑地コミュニティの風景

■周辺への配慮
住戸は周辺住宅地への視線やプライバシーに配

慮し、 中庭に向けて開放されます。 中庭→階段

→縁側テラス、 とパブリックな場所からセミプ

ライベートな場所へと自然に繋がる空間構成と

します。

第五公園と一体的に
整備された集会所

住戸に囲まれた
安全・安心な
緑の中庭

中庭の中央には住居群の
中心となる児童遊園

第五公園

●特に重視する設計上の配慮事項
入居者が相互に見守りできる空間の構成をつくるとともに、 住居内部の生活動線に
センサーを設ける等、 もしもの場合に配慮した見守りシステムを導入します。 BIM
を用い、 設計の早い時期から建設業種別の細かい建設コスト表をつくり、 設計に手
戻りが生じないよう、 コスト表と照らし合わせて計画を進めます。

P(26 台 )

P(54 台 )

駐輪場・ゴミ置場・郵便受け等

(46 戸 )

(64 戸 )

中庭

中庭

中庭
中庭

児童遊園

児童遊園

集会所ENT

プライバシー
が侵害される

小さな開口で
近隣住戸の
プライバシー

に配慮

中庭に向け
大きく開放

中庭の延長として各戸に
繋がる路地的な階段

階段にはプランターを配し、
立体的な緑の空間を演出

近隣住戸の
プライバシー

を侵害

雨の日も移動しやすい
歩廊を設置

子どもたちにも安全な環境の
緑あふれる中庭

中庭の緑が楽しめる
縁側的バルコニー

サービスBAL

小住宅にジャマな柱 ・梁が無くなり、 実質居住面積が拡がります。





山並みのようなスカイラインを形成

近隣との距離が近い計画地１は低層化

低層住宅群

低層住宅群
低層住宅群

低層住宅群

西側緑地帯 道路 公園

駐車場

駐車場

集会所

平屋

２階建て

２層

２層

３層

４層

５層

６層

６層

道路

６階建て集合住宅

▲

▲

▲

 ・課題を共有しながら進めるワークフロー
を構築、「ペンディンイシューリスト」を
作成、未決事項を整理し､問題を見える化

　公共建築の経験豊富な総合設計事務所の技術系トップが管理技
術者として指揮をとり、組織の総力を挙げて取組みます。

　国内外の豊富な経験をもつデザイナー集団でもある地元設計事
務所との協働により、デザイン性の高い公共建築を実現します。

・BIM 化により材料の数量を常に把握し、
材料選定・コスト管理を徹底します。

・劣化が想定される材は LCC 比較表にて、
費用対効果を検証して採用します。

・早期に「コスト配分表」を作成し概算
整備費の把握とともに、進捗に応じて予
算オーバーを未然に防ぐ工種ごとの「コ
スト管理表」を作成します。

・ZEH水準を満たす外皮性能設計
と省エネ、再エネ技術の統合

・プロジェクト各段階でのコスト縮減手
法 ( 設計 VE) を検討し、コスト管理を徹
底します。

 ・設計工程にマイルストーンを設定、いつ
誰が何を決めるかといった「タスクリスト」
により進捗の可視化と意識共有。

 ・計画地１は平屋と２階建ての組合せによる長屋タイプの低
層住居、計画地２を周辺の建物高さに合わせ､２～６層の住
戸を山並み状に構成し、ゆるやかなスカイラインを形成。
 ・周辺住宅の眺望を阻害せず、圧迫感を感じさせない計画と
します。周辺建物の大きさに呼応するようにエリア形成する
ことで、地形的で良好な都市景観と住環境をつくります。

 ・住居周囲の緑地帯や、前庭、奥行広めのテラスなどプライ
バシーを守ることができる外部空間、半屋外空間を設え、開
放感と安心感のある、住みやすい環境をつくります。
 ・窓の位置と近隣住戸との距離を厳密に精査して寸法設定す
ることで、近隣相互のプライバシーも完全に維持した計画と
し、またその間に緑地帯を計画することで、周辺地域の住環
境の快適性も向上させる、環境をつくる公共建築とします。

・低層棟を長屋形式とすることで廊下･階段･EV を不要とし、
床面積をミニマムに抑え、大幅なコスト縮減を実現します。
・木造や壁式 RC造など規模に応じた構造選定でコスト縮減。
・EV台数を最小限とすることで、維持管理費を縮減。
・水廻りの集約、同一間取り積層など徹底した合理化。　

①照明エネルギー削減
LED 照明にて計画
共用部は人感ｾﾝｻｰ制御で省エネ化
②自然採光・自然換気
各居室へ自然の光と風の入る計画
③外皮断熱性能アップ
断熱サッシや Low-e ガラス
外断熱、高遮熱仕上の採用による
室内環境改善、空調負荷低減
④太陽光発電
太陽光発電パネルを設置、
非常時の電源供給にも対応
⑤上水使用量削減
超節水型衛生機器、
自動水栓等を採用

・資材物価動向に適した単価精査を行い、
精度高い設計書を作成します。

 ・比較検討は、客観的な視点から評価を
行うために評価点方式による選定手法を
提案、計画の重要度に応じて検討項目の
配点を行い、誰でもわかる資料とします。

 ・議題を明確化し模型やイメージ写真、
BIM 活用の３Dモデルでわかりやすい資料

わかりやすく納得感のある合意形成 徹底したコスト管理と品質管理

❷わかりやすく理解が進む打合せ資料

最先端の環境負荷低減技術を集結

❹先を見越した設計とｽｹｼﾞｭｰﾙ管理

近隣相互ともに、良好な住環境をつくる建築

周辺環境へのストレスのない地形的なボリューム計画

総合的な設計・デザインの技術を集結し、『 環境をつくる建築 』を実現します。

❶進行を常に振り返れるワークフロー

❶総合組織事務所トップの舵取りによる総力体制

❷新進気鋭のデザイン事務所との協働

❸BIM 化による材料の数量を常に把握

❹市場動向に呼応した単価精査

❶ コスト配分表とコスト管理表

❷計画の合理化と各段階での設計 VE

❺長寿命化材、工法の費用対効果比較

❸点方式による比較検討と報告書

ア .  関係者間連携と設計品質向上 イ .  コスト管理とデジタル技術の活用

■業務への取組体制、設計チームの特徴

テーマ１：「周辺戸建て住宅等に対する眺望確保の配慮や圧迫感の軽減」

テーマ２：「プライバシーや住環境に配慮した良好な建築計画」

ミニマムな面積で最大限の快適性を確保する計画
 テーマ３：「実現性の高いコストの縮減策」

■ 特に重視する設計上の配慮事項
ウ . 環境負荷低減

取組体制図

配置計画イメージ

様式 6 簡易提案書（業務実施方針及び手法など）
（１）業務実施方針

（２）３つの評価テーマに対応した計画の考え方

2LDK×2 2DK(身)×2

2LDK×24

北側低層住宅

道路

６層

５層

４層

３層

２層

▲隣地６階建て集合住宅▲隣地10階建て集合住宅

2DK×48

1DK×4 ３LDK×16
３LDK×6+１DK×8

２層

P P車路

１層

計画地２

計画地１

管理
技術者

※長年の公共建築の豊富な設計実績
構造ｰ設備の的確な技術連携

※豊富な実績
的確なコスト把握

各技術者の連携強化、デザイン統合
品質管理･設計工程管理･コスト管理協働による体制強化

総合 積算
事務所構造 電気 機械

総合的なデザイン監修
・外観ﾃﾞｻﾞｲﾝ
・ ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ
・外構ﾃﾞｻﾞｲﾝ
・ ｻｲﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ
※新進気鋭のﾃﾞｻﾞｲﾅｰ集団
　豊富なﾃﾞｻﾞｲﾝﾃﾞｨﾃｰﾙ

設計コアチーム

 ・設計図書記載項目を整理、関係者と共有、
記載漏れを防止、品質高い成果品とします。

❺設計図書チェックシートの採用



簡易提案書（業務実施方針及び手法） （様式６）

テーマ１　「周辺戸建て住宅等に対する眺望確保の配慮や
　　　　　  圧迫感の軽減」について

テーマ２　「プライバシーや住環境に配慮した良好な建築
  　   計画」について

テーマ３　「実現性の高いコストの縮減策」について

計画地の課題解決を実現する住環境の整備　（業務の実施方針）
敷地の高低差や自然環境、周辺建物など、地域の特性を調査し、駅
北の低層と中層の建物が混在するまちなみの景観形成を図ります。
周辺住環境とのつながり・調和に配慮し、多様な世代が安心して暮
らすことができる、ゆとりある住環境を整備します。
対話を重視した相互理解を深める体制づくり　（業務への取組体制）
密なやりとりとわかりやすい資料で情報共有し、一つ一つの課題を
丁寧に検証・解決する業務体制を整えます。指定部分以外にも積極
的に BIM を用いた検討を行い、様々な活用の可能性を追及します。
実績と経験を有する組織力を生かしたチーム　（設計チームの特徴）
公営住宅の設計経験を有する管理技術者が中心となって各分野間の
意思疎通を図り、居住性や経済性、耐久性を総合的に実現できる設
計チームで業務に臨みます。社内第三者による DR や照査、BIM 専門
部署による業務サポートなどを行い、会社規模を活かしたバックア
ップ体制による質の高い設計とします。

周辺戸建て住宅から十分な離隔を確保した配置計画
計画地１は、近隣の戸建て住宅に対する圧迫感を軽減する
ため、建物を可能な限り道路境界に寄せた計画とします。
周辺への日影の配慮はもとより、北側戸建て住宅から南側
に見える山の稜線がさえぎられないボリューム計画としま
す。計画地２は、法的な日影規制をクリアしつつ、東側の
戸建て住宅から可能な限り離隔距離を確保することで住環
境に配慮します。

敷地の高低差を利用したボリューム
計画地１・２とも、敷地高低差を利用することで建物高さ
を抑え、周辺戸建て住宅の眺望に配慮します。

近隣住宅からの離隔を確保しプライバシーに配慮
近隣の住宅からの離隔を十分に確保することで、相互のプ

ライバシーに配慮した計画とします。

①外壁は一部を乾式化し、階高は可能な限り抑える事など
　により、コンクリート量の削減を図るとともに、工期短
　縮を目指します。
②住環境に配慮された機能的な平面計画とすることで、空
　間の豊かさを守りつつ合理的で無駄のない建築とします。
③住棟間隔や住戸配置計画により機械設備に頼らない自然
　エネルギーを最大限に活かした建築とします。
④敷地地盤の高低差を利用することで掘削量を削減します。

コミュニティの中心となる集会所　
回遊動線に面して集会所を設けることで、居住者だけでなく地域

の人たちとの交流を促すコミュニティの場となります。高齢者の

孤独、孤立化を防ぎ、こどもを含めた見守りも可能とします。

建物の分節で良好な住環境に
建物を分節することで、視線の抜

けや風の通り道をつくり、周辺住

人と居住者の両者にとって良好な

住環境となる建物配置とします。

まちの新たな回遊動線
利便性の良い歩行空間が、歩道や

第二上安住宅のオープンスペース

へとつながる事で、まちの新たな

回遊動線となり、既存の円形広場

や上安第一公園を含めた一帯の活

性化を図ります。

全住戸南側採光
計画地１・２ともに全住戸南側

採光とし、良好な住環境を目指

すとともに周辺住宅への視線に

配慮した計画とします。

□特に重視する設計上の配慮事項
地域コミュニティの形成への配慮
▫周辺地域との歩行路ネットワークを形成し、集
　会所やオープンスペース『たまり』を点在させ
　交流の機会を創出します。
▫団地内の居住者間だけでなく地域コミュニティ
　に配慮したオープンスペースを計画します。
デジタル技術による安心安全な住環境
▫見守る側、見守られる側の関係を調査し、セン
　シング技術や緊急通報システムを導入します。
▫プライバシーに配慮しながらも、連絡先・通報
　先、駆け付け体制などの課題を整理し、高齢者
　から子どもまで安心して暮らせる環境とします。
手戻りを未然に防ぐコスト管理
▫ZEH 水準への対応など、コストを左右する項目
　を早期に洗い出し、費用対効果を検証します。
▫設計と並行して概算見積を行い、建設コストの
　変動に柔軟に対応します。
３次元モデルを活用した設計手法
▫高低差を繁栄した敷地モデルを作成し、ビュー
　ポイントを設定した眺望の確認を行います。
▫計画地１東側の交差点からの見え方や住棟間の
　視認性（死角）を、３次元情報でチェックし
　敷地内外の安全性を確保します。

圧迫感を軽減する自然環境の確保
BIM モデルを用いた環境シミュレーション
により、周辺住環境への通風や日照に配慮
した計画とします。

N

N

N

P61台P61 台P61 台

PP

P32 台P32 台P32 台

　　　　  住棟
(７階建て )

　　　　  住棟
(７階建て )

　　　　  住棟
(７階建て )

　　　　  住棟
(７階建て )

　　　　  住棟
(７階建て )

　　　　  住棟
(７階建て )

集会所集会所集会所

集会所集会所集会所

主要な『たまり』となり、賑わいを生む集会所・児童遊園のイメージ主要な『たまり』となり、賑わいを生む集会所・児童遊園のイメージ主要な『たまり』となり、賑わいを生む集会所・児童遊園のイメージ

児童遊園児童遊園児童遊園

たまりたまりたまり

たまりたまりたまり

駐輪場駐輪場駐輪場

上安駅上安駅上安駅

バスターミナルバスターミナルバスターミナル

地域内の回遊動線を形成地域内の回遊動線を形成地域内の回遊動線を形成

駐輪場駐輪場駐輪場

第二上安住宅へ第二上安住宅へ第二上安住宅へ

住棟 (４階建て )住棟 (４階建て )住棟 (４階建て )

住棟住棟住棟

戸建て住宅戸建て住宅戸建て住宅

戸建て住宅戸建て住宅戸建て住宅

集合住宅集合住宅集合住宅

上安第一公園上安第一公園上安第一公園

住棟住棟住棟

山山

武田山武田山武田山

敷地周辺から見える景観の構成
要素を分析し、重要要素を損な
わない計画とします。

敷地周辺から見える景観の構成
要素を分析し、重要要素を損な
わない計画とします。

敷地周辺から見える景観の構成
要素を分析し、重要要素を損な
わない計画とします。

計画地１断面計画地１断面計画地１断面

BIMによる見え方検討
※北側戸建て住宅２階からの眺望

BIMによる見え方検討
※北側戸建て住宅２階からの眺望

BIMによる見え方検討
※北側戸建て住宅２階からの眺望

敷地全体断面図敷地全体断面図敷地全体断面図

環境シミュレーション環境シミュレーション環境シミュレーション

計画地１
建物
計画地１
建物
計画地１
建物

計画地１建物
（４階建て）
計画地１建物
（４階建て）
計画地１建物
（４階建て）

第二上安住宅第二上安住宅第二上安住宅

戸建て住宅戸建て住宅戸建て住宅

山山

山山

離隔離隔離隔

離隔離隔離隔

敷地高低差を利用したフロア構成敷地高低差を利用したフロア構成敷地高低差を利用したフロア構成

日影規制ライン日影規制ライン日影規制ライン

土砂災害特別警戒区域
を避けた配置
土砂災害特別警戒区域
を避けた配置
土砂災害特別警戒区域
を避けた配置

利便性の良い
歩行空間
利便性の良い
歩行空間
利便性の良い
歩行空間

日影規制ライン日影規制ライン日影規制ライン

日影配慮日影配慮日影配慮
離隔離隔離隔

離隔離隔離隔

可能な限り離隔を取る可能な限り離隔を取る可能な限り離隔を取る

駅・バスターミナル
からのアクセス
駅・バスターミナル
からのアクセス
駅・バスターミナル
からのアクセス

南側採光とすることで
プライバシーに配慮
南側採光とすることで
プライバシーに配慮
南側採光とすることで
プライバシーに配慮

PP

集会所集会所集会所

住戸住戸住戸

住戸住戸住戸

計画地計画地計画地

公園公園公園

駅周辺・利便施設
からのアクセス
駅周辺・利便施設
からのアクセス
駅周辺・利便施設
からのアクセス

計画地１計画地１計画地１計画地２計画地２計画地２


